
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月１日 文責：岡田 
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 みなさんはご覧になったでしょうか。TBS制作日曜劇場で放送された『ドラゴン桜』です。
三田紀房さんの漫画作品『ドラゴン桜』を原作に、元暴走族の貧乏弁護士が平均偏差値
36の高校生を東京大学に現役合格させるまでを描いたドラマです。主演は阿部寛さん。
中学生のみなさんは知らない話ですが、実は昨年放送された作品は続編であり、前作はみ
なさんが生まれる前、2005年に放送されました。保護者のみなさん、時の流れは早いもの
であれから 16年です…(*_*;  ←こんな顔文字を使うのもあの頃だったでしょうか… 
 この間にみなさんはこの世に生を受け、こんなに大きく育てられたのです。そして今、三年
生のみなさんは中学卒業という大きな分岐点にさしかかっています。 
 上の言葉は、このドラマの中で阿部寛さんが演じる主人公の桜木健二が生徒に向けて放
った言葉（セリフ）です。卒業を目の前にし、これから別々の道を歩もうとしている3年生の
みなさん、当事者であるみなさんにとって、とてもこころに響く、あるいは突き刺さる言葉で
はないでしょうか。あなたはこれからどんな人生をつくっていきますか。人生をどうしていき
ますか…。3年生のみなさん、どうぞこれからの人生を自分の意志で、一歩一歩強く踏みし
めながら歩んでいってください。亀山中学校はこれからもみなさんを応援しています。そして
その成長した姿を見せてほしいと思います。最後に桜木先生の言葉をもう一つ… 
 

自分の将来はまわりが 
決めるもんじゃねぇ… 

世の中の流れに 
乗るもんでもねぇ… 

自分の人生は自分でつくる。 

人生はどうなるかじゃなく、どうするかだ！ 

いらない命か。んなもんあるわけねぇだろ。 
できないからなんだ？ 

そのために仲間がいるんじゃねぇのか… 

 


